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研究主題

学びの意義を理解し自ら学び続ける生徒を育成するカリキュラム・マネジメント
～SDGsを意識した学びに向かう力・人間性等の伸長を中心として～

令和２～３年度　国立教育政策研究所課題研究指定校事業　【中間報告】

「学びの意義」とは

ア．本質的意義（人間が人間とし
て発達し、人間的本質を実
現する）

イ．社会的・客観的意義（獲得し
た知識や教養をよりよい／持
続可能な社会づくりに生かす）

ウ．主観的意義（自己の意欲や
キャリアの実現など豊かな生
き方とする）

研究主題設定の理由

　本校では、平成31年度よりSDGsを基にしたテーマ設定を行い、岡山大学、岡山理科大学、岡山ESD
推進協議会などとの連携を生かした「総合的な学習の時間」の学習プログラム開発に取り組み、学びの
意義を理解し自ら学び続ける生徒の育成を図っている。そこで、蓄積された教科教育の知見と、SDGs
を意識した各教科等や「総合的な学習の時間」の取り組みを生かして、カリキュラム・マネジメントを進
め、社会に開かれた教育課程を通して、新学習指導要領において育成を目指す「学びに向かう力・人間性
等」の伸長を図りたいと考えた。

○共通研究主題に基づく研究推進により、「学びの意義を理解し自ら学び続ける生徒」のカリキュラム・マネジメン
トを図ることができた。
○SDGsを意識した総合的な学習の時間の「学びのカレンダー」と「カリキュラム・マップ」を作成し、単元学習プ
ログラムを組織的・計画的にPDCAで実施する基盤が整った。
○本校版「目指す生徒像に基づく学びに向かう力・人間性等」の自己評価と、新たに採用した外部評価指標「Ai 
GROW」の計測コンピテンシーを用いることで、生徒の資質・能力の伸長を可視化することができた。
○研究を推進する学校組織風土の醸成が進んだ。
●「学びの意義を理解し自ら学び続ける」「SDGsを意識した学びに向かう力・人間性等」の視点をより明確にする。
●効果的なカリキュラム・マネジメントに関する実践研究を行い、本校が目指す生徒像「自主自律 豊かな心で たく
ましく」を具現化した「生徒像・リーダー像」について、認知及び非認知の両側面から評価を行う。
●総合的な学習の時間の「学びのカレンダー」と「カリキュラム・マップ」を活用し、単元学習プログラムが生徒の
「SDGsを意識した学びに向かう力・人間性等」をより育成するものとなるようPDCAを継続する。
●可視化されたコンピテンシー（非認知スキル）について、生徒一人一人が自らの学びを省察し改善できるような手
立ての工夫を行う。

○令和２年度研究の目的及び研究計画の立案・共通理解など
　・教員会議　・教員研修　・合同研　・主題研究部会　・各教科会　・分掌部会（総合ER・ICTなど）
○全体及び各教科の研究進捗状況の確認と共有
　・8/4 第1回研究デザイン検討会　　　　　・1/19 第2回研究デザイン検討会
○全体及び主題研究部会でのテーマ研修会　※（　）内は講師
　・4/29「今年度研究と非認知能力について」（岡山大学全学教育・学生支援機構・中山芳一准教授）
　・6/30「SDGs達成に向けたESDの新展開」（岡山大学大学院教育学研究科・藤井浩樹教授）
　・8/28「Ai GROWを活用した非認知スキルのアセスメント」（IGS社 教育事業部・渡辺純華氏）
　・12/8「働き方改革～業務・時間・環境の視点から～」（寄島町立寄島小学校・安田隆人校長）
○総合的な学習の時間（ER）ESDカレンダー及びカリキュラム・マップの検討・作成
○SDGsを意識した総合的な学習の時間のカリキュラム開発（各学年単元プログラムのPDCA）
【第１学年】
　・ERテーマ別講座実施（６月～８月）     ・ER人権：ハンセン病（10月）
　・ERキャリア：岡山大学教育学部オンライン訪問（12月） 東日本大震災追悼上映会（３月）
　・ER国際：日中青少年オンライン交流（１～２月）
【第２学年】
　・ERこころ：心の病について学ぶ授業（８～９月）
　・ER平和：岡山市内戦跡フィールドワーク（６月）
　・ERキャリア：３領域（岡山大学他学部／地元企業／NPO・NGO）ハイブリッド訪問実施（12・３月）
【第３学年】
　・ER平和オンライン講演会（５月）・ER探究：個人テーマ探究と夏の探究活動（６月～10月）
　・ERキャリア・主権：講演会・ワークショップ・地元ゲスト議員交流会（10月～12月）
【全学年】
　・ER ／SDGs：新型コロナウイルス感染・蔓延予防プログラム（４～５月）
　・ER国際／GIFT講演会（１年7/22 ２年12/23 ３年12/9実施）
　・ER振り返りと本校版ESDで育みたい能力・態度の自己評価実施（前期末10月・年度末３月）
　・ER東日本大震災追悼プログラム（３月）
○第３学年個人テーマ探究活動における探究のプロセスとW型問題解決学習の可視化・重点化
○道徳・人権・ER 領域横断型特別授業試行（9/24全校実施）：
「岡山市公共施設等総合管理計画を通して、私たちの町への関心や愛着を深め、住み続けられる町づくりのた
めに自分たちに何ができるかSDGs視点で考えよう」

○「学びに向かう力・人間性等」を測定する評価指標の検討と実施
　・「目指す生徒像」に基づく非認知スキルアセスメント（全校実施：第１回10月　第２回2月）
　・外部評価指標Ai GROWを活用した生徒の資質・能力の伸長の確認
　　（全校実施：第１回７月　第２回10月　第３回12月　第４回２月）
　・学校評価アンケートの実施（生徒・保護者・教員対象：12月実施）
○オンライン教育実践発表会による各教科等の研究公開
　・第１期（7/21英語　10/7総合的な学習の時間）
　・第２期（10/29美術　11/30音楽　12/3国語　12/4社会）
　・第３期（1/22英語　1/25保健体育　2/18技術科　2/24数学　2/26理科　2/27家庭科）
○全体共通研究の発信と成果発表
　・岡山大学定例記者発表（10/29）
　　「【FOCUS ON】岡大附中の教育研究～持続可能な社会の創り手を育むことを目指して～」
　・令和２年度 日本教育大学協会研究集会報告（10月）
　「Withコロナの社会における教育活動の工夫・継続 ―その持続的発展を図って―」

　・文部科学省（国立教育政策研究所）でのオンライン中間発表会における研究成果発表（２月）
○地域社会への取組内容に関する情報交換・発信（岡山市立東山・操山公民館・岡山大学など）
○岡山市内公立中学校との連携協働プロジェクト（岡山市立旭東中・御南中・高松中・操南中など）
　・COP25／気候変動についての学習（５月）　・防災／人権の学習（12月・３月）
○一年次研究成果の確認と次年度以降の研究計画の再検討

「自ら学び続ける生徒」とは

「感性や思いやり」と「主体的に
学習に取り組む態度」の両面で
高まっている生徒。

「感性や思いやり」については、
自己効力、耐性、決断力、共感・
傾聴力、柔軟性などの「コンピテ
ンシー（非認知スキル）」により
見取ることとした。

「SDGsを意識した学び」とは

「SDGs達 成を目指すESD（= 
ESD for SDGs）の視点をもった
学び」という意味である。

SDGsの達成を目指す上で、様々
な事物・現象が実社会や実生活
と関わっていること、広範囲の多
くの要素が複雑に絡み合ってい
ること、協働的な問題解決が必
要であることなど。

成果と課題　

１年間の主な取り組み

【英語】　東日本大震災で津波を生き残った「奇跡の一本
松」についてリーディング教材として学習する

【音楽】　合唱曲「群青」を通して、東日本大震災で原発
事故により避難せざるをえなくなった中学生たちの思
いについて考え、表現する

【道徳】　自作教材「希望の牧場・ふくしま～覚悟の牛飼
い 吉沢正巳～」を通して、正義／信念／よりよく生きる
喜び／生命尊重などについて学ぶ

【ERキャリア】　シンガーソングライター・牛来美佳さん
（福島県浪江町ご出身）によるお歌＆お話の会を通して
学ぶ

★全体研究では
　国立教育政策研究所 教育課程研究センター研究開発部　　教育課程調査官　　遠山　一郎　先生
　中国学園大学・中国短期大学　　　　　　　　　　　　　 副学長　　住野　好久　先生
　岡山理科大学教育推進機構教職支援センター長　　　　　 教　授　　岡本　弥彦　先生
　岡山大学大学院教育学研究科　　　　　　　　　　　　　 教　授　　川田　　力　先生
　岡山大学全学教育・学生支援機構　　　　　　　　　　　 准教授　　中山　芳一　先生
★各教科研究では　
岡山大学大学院教育学研究科、岡山県教育委員会、岡山市教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の諸先生方にご指導ご助言を賜っております。

【道徳】　私たちの町への関心や愛着を深める
　（社会参画／公共の精神／郷土を愛する態度）
【人権】　多様な価値観を備えた人権感覚を育てる
【情報】　合意形成と広報啓発について考える
【ER基礎】　「岡山市公共施設等総合管理計画マンガ版」
を切り口に、SDGsの視点で町づくりについて考える

【ERキャリア・主権】　政治や政策が私たちの日常生活と
どのようにつながっているか考える

教科・領域等横断型授業の実践事例

事例①　第3学年
東日本大震災追悼　学習プログラム
英語・音楽・道徳・総合（ＥＲキャリア）

事例②　全学年
「住みやすい町づくりについて考えよう」
道徳・人権・情報・総合（ＥＲ基礎）



全体共通研究と各教科研究が一体となって、研究主題の達成に
向かうことの共有 ⇔ 多元的評価

「学びのカレンダー」　総合（ＥＲ）を軸に各教科・領域などの
つながりを見える化・横断型総合型授業へ

国語科

社会科

数学科

理科

音楽科

美術科

保健体育科

技術科

家庭科

英語科

総合的な学習
の時間（ER）

他者との協働を通じて自らの考えを広げ深める生徒の育成ー批判的思考と創造的思考の往還を促すカリキュラム・デザインー

事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、問題を自立的、協働的に解決することができる生徒の育成

他者と協働する活動を通して、よりよい社会を築こうとする生徒の育成

自然の事物・現象の中に問題を見いだし、理科の見方・考え方を活用して課題を解決することができる生徒の育成

創造性を基盤とする音楽の学びを追求する生徒の育成

創造活動を通して、環境や社会から価値を見つけ獲得できる生徒の育成

社会情緒的コンピテンスの向上に着目したカリキュラム・マネジメント

技術の見方・考え方を働かせ、主体的に身の回りの問題を発見し、課題解決に取り組もうとする生徒の育成

SDGsを意識し、持続可能な社会の構築の視点で意思決定できる生徒の育成　―「多様なライフスタイル」を鍵概念とした
中学校技術・家庭（家庭分野）のA家族・家庭領域におけるカリキュラム作成の工夫を通して－

生涯にわたり自ら学び続ける自律した学習者の育成 ～生徒自身がPDCAサイクルを意識する単元・授業構成の改善～

SDGsを意識した単元学習プログラムと個人テーマ探究活動の充実 ～マルチステークホルダーとの連携・協働を活かして～

批判的思考と創造的思考を自ら行き来させながら、物事の本質を追究できる生徒

生活する中で疑問を感じ、批判的に考え解決しようとする生徒

論理的思考力だけでなく、日常生活や社会生活で数学を活用しようとする生徒

自然の事物・現象にすすんで関わり、主体的に探究できる生徒

明るく豊かで充実した生活を送るために、よりよいものを追求できる生徒

夢や願いとしての課題発見と解決のできる生徒

よりよい生活の実現を目指し、常に新しい課題を発見、解決していこうとする生徒

運動を通して、他者への関心を高め、互いに認め合い尊重し合える生徒

持続可能な社会の実現に向けて、主体的に課題解決に取り組もうとする生徒

多様性や他者との協働を大切にし、地球的課題の解決に関わろうとする生徒

持続可能な社会づくりへの意欲と関心をもち、自ら考え・行動できる生徒

学校評価アンケート
（生徒・保護者・教職員）

Ai GROW（IGS社）
気質診断・自己・他者評価
による13コンピテンシー計測

「目指す生徒像」に基づく
アセスメント（中・長期）

「ESDの視点に立った学習指導
で重視したい能力・態度」
に基づく自己評価

多元的な評価・分析

各教科における検証・評価

学
び
の
意
義
を
理
解
し
自
ら
学
び
続
け
る
生
徒
の
育
成

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
国語

社会

数学

理科

音楽

第３学年

年間
70時間

道徳

美術

保健体育

技術

家庭

英語

探究全般 国際 人権・福祉 平和 環境 キャリア

「その子の世界、私の世
界」Ｃ（18）

ＥＲキャリア

・高校説明会（1.5） ・11/25牛来美佳さん講演会＆ライブ（2.5）・面接練習等（12）・ＥＲ1年間のまとめ・振り返り（1.5）
・10月～３月東日本大震災に関連した授業（2.5）

10/12-11/４
主免実習

／
10

―

19
関

特
別
授
業

６月中旬～ 個人テーマ探究
・ガイダンス（1.5）

・探究ＦＷ活動計画（1.5）
・探究のまとめ、表現（６）
・９/23クラス発表会（1.5）

夏季休業中に
各自ＦＷ調査

休校中の取り組み

・ミニ探究「新型コロナウイルス
感染症とＳＤＧｓ」

ＥＲ平和
・5/13安田純平さん講演会（1.5）
（オンライン）
・5/27エルドリッヂ博士講演会（1.5）
（オンライン）

ER主権者教育プログラム
・12/2ワークショップ式
授業＆ミニ講演（オン
ライン）（1.5）
・12/23地元議員の
皆さんと意見交換（2.5）

Ⅳ

１

Ⅳ

７Ⅵ
Ⅵ

～
１

４１Ⅱ
７～

７

11/５-11/20
副免実習Ⅱ

９/８-９/15
養護教諭特別別科
養護実習
９/23-10/２
副免実習Ⅰ

11/９-11/20
養護教諭

ＥＲ月間（１～３年）
・ここまでの各学年のＥＲに
おける学びを共有
・外部連携団体パネル展示

Ⅵ ４

（エネルギー変換）
「エネルギー変換を生活に生
かす」

（材料と加工）
「ストロー橋の製作実習」

１ ～ ７

１ ～ ７

ⅥⅠ

＜数と式＞＜図形＞

＜関数＞ ＜資料の活用＞

１ ３

２ ２Ⅰ Ⅳ

（休校中～分散登校中）
単元330今だから・今こそ
新聞投稿文を読み意見文を
書く（コロナに関する）

・平和・戦争に関する文学作品や説明的文章を扱った単元 ・批判的思考力を必要とする教科書比較を行う単元
・日本文学だけでなく、外国文学を扱った単元 ・詩歌・古典を含む文学作品や筆者の主張が偏らないように選んだ説明的文章を用いた単元
・対比される事物や思考を論述した文章を用いた単元

【班活動により】
４ ７Ⅴ Ⅵ ５ ６

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

１ ２ ３

感染症の原因、感染症の予防
体育理論「文化としてのスポーツの意義」

健康な生活と病気の予防
保健全般

「未来の私、今の私」
・自己理解Ⅰ Ⅱ Ⅳ Ⅴ

２ ３ ５ ６

Ⅰ Ⅲ

１ ３

鑑賞「戦争や平和をテーマにした楽曲を聴
いて紹介文を書こう」
創作「沖縄音階を用いた創作」

鑑賞「戦争や平和をテーマにした楽曲聴
き比べ」
歌唱「花の街」
鑑賞「土の歌」
鑑賞「島唄様々なバージョンで聴き比

鑑賞「ブルタバ」
歌唱「群青」、歌声集会に向けての練習

10
月
中

前
期
振

返
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個人探究スライドを英訳し、英語プレゼンに取り
組む。

Unit4 To Our Future
Generation
陸前高田の一本松

Martin L.K.Junior米・公民権運動やA.SSKミャン
マー民主化運動をテーマにしたreading、writingを通し
て、よりよい社会の築くための行動を発信する。

マララさんのスピーチ動画
や英文を理解し、国際協
力について、reading教材

「希望の牧場～覚悟の牛
飼い 吉沢正己」（自作教
材）Ａ（４）

Ⅳ Ⅴ Ⅵ

１ ３ ４

様々な実験活動
・課題解決的な探究

偉人に学ぶ
ダニエル、メンデル、吉野彰さんなど

惑星発表会の実施

【公民】
・政治（国・地方自治）
・経済

Ⅲ １ ２

【公民】
・政治（国・地方自治）
Ⅱ Ⅴ ４

【OC】動画教材
「ALTの自己紹介」コロナ禍での想い
「音声に関する動画」ERで扱う英語資料、
講演を理解するための土台作り

【OC】スキット「旅人と熊」
コロナ禍での人間関係
友情などへの教訓

「好きな仕事か安定か悩
んでいる」Ｃ（13）

Ⅱ Ⅳ

２ ３

【歴史】
・第2次世界大戦
・現代社会 Ⅰ ２

【歴史】
・現代社会（公害）

Ⅰ

５ ７

Ⅰ Ⅱ Ⅳ Ⅴ
みんなを笑顔にしようプロ
ジェクト

安全な住まい方（災害に備え
る）

和服の文化に触れよう みんなを笑顔にしようプロジェ
クト

８／２０
星空観察会

Ⅰ Ⅱ ⅥⅤ

１ ～ ５ Ⅰ ３ ５Ⅴ Ⅵ １ ３ ４ ５
Ⅰ １ ２ ５

ふれあい天文学
Ⅰ ３

バンクシーの鑑賞（現
代アート）

「私と社会をつなぐ椅子」
・自己理解と社会への広がり

Ⅱ Ⅲ Ⅴ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ Ⅲ Ⅵ
ⅥⅢ Ⅴ １ ～ ７

１ ２ ３ ７

歌唱・鑑賞「日本とイタリ
アの民謡」

鑑賞「奇妙な
果実」

鑑賞「つなが
る音楽～三
線・三弦・三
味線～」

Unit3 Fair Trade
Evevnt
フェア・トレードについて知り、
自らの消費生活を見つめる。

Unit5（AIの可能性）
Living with Robots-For or
Against-
世界の最先端科学や研究者
の生き方について表現しよう。

WS「負の連鎖」世界の学校
に行けない子どもたちについ
て、貧困の循環から考える。

Unit6 ”Striring for a Better World”
アウンサンスーチー氏の生き方通して、持続
可能な社会を実現するための行動を考える。

「ぼくにもこんなよいところ
がある」Ａ（３）

Ⅳ ３ Ⅵ １ ７

「加山さんの願い」Ｃ（12）

Ⅵ ２

Ⅳ ４ ６

１

食物連鎖
Ⅰ ３

災害時の行動

科学技術と人間（放射線）

Ⅰ ３

Ⅰ Ⅵ １

・12/9GIFT講演会「世界
そして日本を歩む～議
員外交を通して～（2.5）

Ⅰ ⅥⅡ ３ ６

【６つの構成概念】
多様性 相互性 有限性

公平性 連携性 責任性

【７つの能力・態度】
批判的に考える力 未来像を予測して計画を立てる力

多面的・総合的に考える力 コミュニケーションを行う力

他者と協力する態度 つながりを尊重する態度

進んで参加する態度

【SDGｓ１７のゴール】

1 貧困をなくそう

2 飢餓をゼロに

3 すべての人に健康と福祉を

4 質の高い教育をみんなに

5 ジェンダー平等を実現しよう

6 安全な水とトイレを世界中に

7 エネルギーをみんなに　そしてクリーンに

8 働きがいも経済成長も

9 産業と技術革新の基礎をつくろう

10 人や国の不平等をなくそう

11 住み続けられるまちづくりを

12 つくる責任　つかう責任

13 気候変動に具体的な対策を

14 海の豊かさを守ろう

15 陸の豊かさも守ろう

16 平和と公正をすべての人に

17 パートナーシップで目標を達成しよう

Ⅰ

Ⅳ Ⅴ

Ⅱ

Ⅵ

Ⅲ

４

５ ６

７

１ ２【公民】
・平和主義
・国際社会Ⅰ Ⅱ ３

Ⅲ Ⅵ １

【公民】
・日本国憲法

Unit1 Pop Culture Then 
and Now

Unit2 From the other 
side of the Earth

３

Further Reading 1
Sato Mami
Making the Best of Life

鑑賞「アランフェス協奏曲」

「情報モラルと著作権」

偏差値とは？

岡大附中 第３学年

・個人テーマ探究計画書作成（３）
・探究活動相互フィードバック（３）

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
学
び
」

■ 内部評価指標 ■　
本校「目指す生徒像」に基づく「学びに向かう力・人間性等」のアセスメント

本校の目指す生徒像とAi｠GROWで可視化するコンピテンシーの詳細の関連付け

自
主
自
律

豊
か
な
心
で

た
く
ま
し
く

理念 非認知能力項目
授業に必要な基本的な姿勢や取組み
ができているか
提示された課題を粘り強く追究でき
ているか
困難な課題に対して諦めずに解決で
きているか
自分の意見を相手に配慮しながらわ
かりやすく伝えられているか
相手の意見を積極的に聴き入れ違い
などを理解できているか
お互いを生かし合える役割を担い共
に課題解決ができているか
自分の考えを整理し意見として積極
的に表現できているか
自分で新しい課題を発見しさらなる
探究ができているか
学習した内容と自分や社会とのつな
がりを見出せているか

学びにかかわる様々な「人・ものやこ
と・自分自身」を尊重できているか
共に学び合う他者に共感しながらお互
いの違いも含めて尊重できているか
新しい知識や異なった見識を拒むこ
となく謙虚に学ぼうとしているか
学んできたことを活用して身近な課
題解決ができているか
自分が日常生活や地域社会のために
果たしたい役割を自覚できているか

学んできた内容を多面的な視点を用
いてさらに探究を深められているか
学んできた内容を実生活や社会の中
で活用できているか
学んできた内容をさらに新しい内容
や取組みへと更新できているか

学んできたことを踏まえてよりよい社会
のあり方を見通すことができているか

たくましく
―意欲を持って、挑み続けていこう―

＜意欲と挑戦＞

豊かな心で
―人とつながり、社会へ貢献しよう―

＜協働と貢献＞

自主自律
―自分を律し、自他への敬意を持とう―

＜自制と敬意＞

短期的評価項目 中・長期的評価項目

貢
献
系

敬
意
系

挑
戦
系

自
主
自
律
　豊
か
な
心
で
　た
く
ま
し
く

岡
山
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
が
目
指
す
生
徒
像

協
働
系

意
欲
系

自
制
系

〈振り返りの視点〉
◆スコアの高いコンピテンシーについ
て、なぜ／どのような行動をしている
ことでそうなったと思うか？

◆今後、もっとも伸ばしたいコンピテン
シーは？

◆「自分が伸ばしたい項目」が高い人は
どんな行動をとっていると思うか？

◆コンピテンシーを高めるためにどうす
る？

　①学校の各教科・総合の授業で
　②学校（学年）行事、委員会、部活

動で
　③学校でのコミュニケーション（友

人関係）で
　④学校外の場所（家庭や地域）で

「個人的実行力」
自らの意思によって行動
を起こして計画を進め、
何事にも自ら進んで取り
組むことのできる能力

「耐性」
困難な状況であっても、
自分で決めたことは最後
までしっかりとやり抜く
ことができる能力

「共感・傾聴力」
相手の話を真剣に聴き、
相手を深いレベルで理解
し、相手の気持ちを尊重
することのできる能力

「表現力」
自分の考えや思いはもち
ろん、どんなことでも相
手が理解しやすいように
伝えることのできる能力

「影響力の行使」
他者に対して自分の考え
や目的を伝えながら、と
もに協働して物事を進め
ることのできる能力

「地球市民」
自分が住む地域や日本の
ことはもちろん、世界の
一員として何ができるか
考えられる能力

「自己効力」
何らかの課題に対しても
「自分ならできる」と自
信を持って物事を進める
ことのできる能力

「決断力」
自分の考えと客観的な事
実とを照らし合わせなが
ら判断し、物事を決める
ことのできる能力

「柔軟性」
変化への対応力ととも
に、その場その場で機転
を利かせて行動を適宜修
正することのできる能力

■ 外部評価指標 ■
Ai GROW（IGS 社）による 気質診断・自己＆他者評価でコンピテンシーを可視化

➡ 個々の振り返りと成長へ

■ 外部評価指標 ■
Ai GROW（IGS 社）による 気質診断・自己＆他者評価でコンピテンシーを可視化

➡ 個々の振り返りと成長へ

（例）
ＥＲ（キャリア）
プログラム

「学びのカレンダー」
 →単元学習プログラム
 →「カリキュラム・マップ」
 →単元計画の整理と共有

★３年間を見据えて
★SDGsを意識して
★マルチステークホルダーと連携・
　協働して
★「ESD／７つの育みたい能力態度」
　① 批判的に考える力
　② 未来像を予測して計画を立てる力
　③ 多面的、総合的に考える力
　④ コミュニケーションを行う力
　⑤ 他者と協力する態度
　⑥ つながりを尊重する態度
　⑦ 進んで参加する態度
★教科・領域横断型プログラムへ

総合的な学習の時間（ＥＲ）

単元名  ＥＲキャリア  
　　　　「主権者教育プログラム」（第３学年）

１　単元の目標 
地元や本校に縁のある政治家（議員）の思いに触れたり、意見を交換したりすることを通して、持続可能な
社会を創るには一人一人がその責任と義務を自覚し、自ら進んで行動することが必要であることを理解する
とともに、主権者及び市民として社会に参加・参画・貢献・寄与しようとする態度を育てる。

２  単元の評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
規
準 

①持続可能な社会を創るには一
人一人がその責任と義務を自覚
し、自ら進んで行動することが
必要であることを理解している。

②収集した情報を分類し、分か
りやすい方法で表したり、多面
的に理解したりしている。

①個人テーマ探究とのつながり
から、SDGｓ課題解決に向けて
何が問題かを見付け出し、課題
を明らかにしている。
②課題の解決に必要な情報を、
効果的な手段を選択して多様に
収集している。
③課題の解決に向けて多様な情
報について、根拠をもとに整理
したり、深く分析したりしなが
ら解決に向けて考えている。
④主権者及び市民として何がで
きるのか、自分自身の考えをま
とめ、論理的で効果的に表現し
ている。

①持続可能な社会を実現するた
めに、自ら社会に参加・参画・
貢献・寄与しようとしている。

３　指導と評価の計画（5.5時間＋朝読書・昼食時間７回）
小単元名（時数） ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法
SDGｓ課題解決に向
けて～主権者及び市
民として～（1.5）

SDGｓ課題解決に向
けて～主権者及び地
球市民として～
（2.5）

・ワークショップ式授業＆ミニ講演
「あなたが主役の政治」
講師：原田謙介氏（元NPO法人Youth
Create代表）（zoom使用、各教室）

① ①
・ワークシート
・発言

・GIFT講演会
「世界そして日本を歩む～議員外交を通し
て～」
講師：逢沢一郎氏（衆議院議員・本校OB）

・ワークシート

朝読書資料配付① 「SNSと政治の関わり」 ② ②③ ・資料 ・観察

朝読書資料配付② 「私たちと選挙」

昼食放送① 「今の政治課題」 ② ・資料 ・観察

朝読書資料配付③ 「私たちの県議会」

昼食放送② 「県政・市政」 ② ・資料 ・観察

昼食放送③ 「アンケート結果」 ② ・資料 ・観察

朝読書資料配付④ 「ゲスト議員プロフィール」 ② ・資料 ・観察

持続可能な社会の創
り手として～私たちに
できること～（1.5）

・ゲスト議員の皆さんとの意見交換会
（各教室、クラス間共有はzoomを使用
し、オンライン会議）※参照１

④ ①
・ワークシート
・発言

※参照１　お世話になったゲスト議員の方々
　県議会議員（５名）　波多洋治様、高橋　徹様、大塚　愛様、中川雅子様、木口京子様
　市議会議員（４名）　中原淑子様、竹永光恵様、松本好厚様、森山幸治様
　他に原田謙介様（アドバイザー参加）、岡山県議会事務局の方々、PTA広報部の方々

Ⅵ ７

 
 

 
 
 

  

ER キャリア
①岡大教育学部オンライン訪問
②キャリア講演会、岡大他学部・
　企業、ＮＰＯ／ＮＧＯオンライン訪問
③主権者教育プログラム
　高校説明会、面接練習
①～③共通　　東日本大震災追悼
　　　　　　　プログラム

 

国語

保体

技術

家庭

英語

音楽

理科

社会

数学

美術

特別活動
道徳

「新しいプライド」C（13）

日本の諸地域の学習

偉人に学ぶ

「希望の牧場～覚悟の
牛飼い　吉沢正己～」
（自作教材）Ａ（４）

政治（国・地方自治）

「日本とイタリアの民
謡」「ブルタバ」「奇妙な果
実」

「日本とイタリアの民謡」
「群青」、歌声集会に向けて
の練習

未来の私、今の私

ストロー橋の製作実習

私と社会をつなぐ椅
子

「好きな仕事か安定
かなやんでいる」C
（13）

Rakugo in English

Carrer Day

What is your future dream ?

健康と環境

「私は十四歳」Ａ（３）

「交響曲第5番ハ短調作
品67」

ユニバーサルデザイン

To Our Future Generation
陸前高田の一本松

日本の外交、国際協力
reading

Living with Robots
̶For or Against̶

「震災の中で」Ｃ（12）

ふれあい天文学

植物学者
牧野富太郎
リンネ

生産者と消費者の視点

家族・家庭生活
家庭生活と地域の関わり

らしさってなに ?

私に似たもの発見

「資料の傾向
を考えよう」

「偏差値とは？」

朝市の 「おはようございます」Ｂ（７）

「自分とのつき合い方を考えよう」Ａ（３）

「看護する仕事」Ｃ（13）

「どうせ無理」という言葉に負けないＡ（５）

１年

２年

３年

「
こ
と
ば
」
を
見
直
す
単
元

「
論
理
的
思
考
」
を
学
ぶ
単
元

岡
山
市
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
（
今
年
度
は
未
実
施
）

「
古
典
」
を
学
ぶ
単
元



全体共通研究と各教科研究が一体となって、研究主題の達成に
向かうことの共有 ⇔ 多元的評価

「学びのカレンダー」　総合（ＥＲ）を軸に各教科・領域などの
つながりを見える化・横断型総合型授業へ

国語科

社会科

数学科

理科

音楽科

美術科

保健体育科

技術科

家庭科

英語科

総合的な学習
の時間（ER）

他者との協働を通じて自らの考えを広げ深める生徒の育成ー批判的思考と創造的思考の往還を促すカリキュラム・デザインー

事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、問題を自立的、協働的に解決することができる生徒の育成

他者と協働する活動を通して、よりよい社会を築こうとする生徒の育成

自然の事物・現象の中に問題を見いだし、理科の見方・考え方を活用して課題を解決することができる生徒の育成

創造性を基盤とする音楽の学びを追求する生徒の育成

創造活動を通して、環境や社会から価値を見つけ獲得できる生徒の育成

社会情緒的コンピテンスの向上に着目したカリキュラム・マネジメント

技術の見方・考え方を働かせ、主体的に身の回りの問題を発見し、課題解決に取り組もうとする生徒の育成

SDGsを意識し、持続可能な社会の構築の視点で意思決定できる生徒の育成　―「多様なライフスタイル」を鍵概念とした
中学校技術・家庭（家庭分野）のA家族・家庭領域におけるカリキュラム作成の工夫を通して－

生涯にわたり自ら学び続ける自律した学習者の育成 ～生徒自身がPDCAサイクルを意識する単元・授業構成の改善～

SDGsを意識した単元学習プログラムと個人テーマ探究活動の充実 ～マルチステークホルダーとの連携・協働を活かして～

批判的思考と創造的思考を自ら行き来させながら、物事の本質を追究できる生徒

生活する中で疑問を感じ、批判的に考え解決しようとする生徒

論理的思考力だけでなく、日常生活や社会生活で数学を活用しようとする生徒

自然の事物・現象にすすんで関わり、主体的に探究できる生徒

明るく豊かで充実した生活を送るために、よりよいものを追求できる生徒

夢や願いとしての課題発見と解決のできる生徒

よりよい生活の実現を目指し、常に新しい課題を発見、解決していこうとする生徒

運動を通して、他者への関心を高め、互いに認め合い尊重し合える生徒

持続可能な社会の実現に向けて、主体的に課題解決に取り組もうとする生徒

多様性や他者との協働を大切にし、地球的課題の解決に関わろうとする生徒

持続可能な社会づくりへの意欲と関心をもち、自ら考え・行動できる生徒

学校評価アンケート
（生徒・保護者・教職員）

Ai GROW（IGS社）
気質診断・自己・他者評価
による13コンピテンシー計測

「目指す生徒像」に基づく
アセスメント（中・長期）

「ESDの視点に立った学習指導
で重視したい能力・態度」
に基づく自己評価

多元的な評価・分析

各教科における検証・評価

学
び
の
意
義
を
理
解
し
自
ら
学
び
続
け
る
生
徒
の
育
成

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
国語

社会

数学

理科

音楽

第３学年

年間
70時間

道徳

美術

保健体育

技術

家庭

英語

探究全般 国際 人権・福祉 平和 環境 キャリア

「その子の世界、私の世
界」Ｃ（18）

ＥＲキャリア

・高校説明会（1.5） ・11/25牛来美佳さん講演会＆ライブ（2.5）・面接練習等（12）・ＥＲ1年間のまとめ・振り返り（1.5）
・10月～３月東日本大震災に関連した授業（2.5）

10/12-11/４
主免実習

／
10

―

19
関

特
別
授
業

６月中旬～ 個人テーマ探究
・ガイダンス（1.5）

・探究ＦＷ活動計画（1.5）
・探究のまとめ、表現（６）
・９/23クラス発表会（1.5）

夏季休業中に
各自ＦＷ調査

休校中の取り組み

・ミニ探究「新型コロナウイルス
感染症とＳＤＧｓ」

ＥＲ平和
・5/13安田純平さん講演会（1.5）
（オンライン）
・5/27エルドリッヂ博士講演会（1.5）
（オンライン）

ER主権者教育プログラム
・12/2ワークショップ式
授業＆ミニ講演（オン
ライン）（1.5）
・12/23地元議員の
皆さんと意見交換（2.5）

Ⅳ

１

Ⅳ

７Ⅵ
Ⅵ

～
１

４１Ⅱ
７～

７

11/５-11/20
副免実習Ⅱ

９/８-９/15
養護教諭特別別科
養護実習
９/23-10/２
副免実習Ⅰ

11/９-11/20
養護教諭

ＥＲ月間（１～３年）
・ここまでの各学年のＥＲに
おける学びを共有
・外部連携団体パネル展示

Ⅵ ４

（エネルギー変換）
「エネルギー変換を生活に生
かす」

（材料と加工）
「ストロー橋の製作実習」

１ ～ ７

１ ～ ７

ⅥⅠ

＜数と式＞＜図形＞

＜関数＞ ＜資料の活用＞

１ ３

２ ２Ⅰ Ⅳ

（休校中～分散登校中）
単元330今だから・今こそ
新聞投稿文を読み意見文を
書く（コロナに関する）

・平和・戦争に関する文学作品や説明的文章を扱った単元 ・批判的思考力を必要とする教科書比較を行う単元
・日本文学だけでなく、外国文学を扱った単元 ・詩歌・古典を含む文学作品や筆者の主張が偏らないように選んだ説明的文章を用いた単元
・対比される事物や思考を論述した文章を用いた単元

【班活動により】
４ ７Ⅴ Ⅵ ５ ６

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

１ ２ ３

感染症の原因、感染症の予防
体育理論「文化としてのスポーツの意義」

健康な生活と病気の予防
保健全般

「未来の私、今の私」
・自己理解Ⅰ Ⅱ Ⅳ Ⅴ

２ ３ ５ ６

Ⅰ Ⅲ

１ ３

鑑賞「戦争や平和をテーマにした楽曲を聴
いて紹介文を書こう」
創作「沖縄音階を用いた創作」

鑑賞「戦争や平和をテーマにした楽曲聴
き比べ」
歌唱「花の街」
鑑賞「土の歌」
鑑賞「島唄様々なバージョンで聴き比

鑑賞「ブルタバ」
歌唱「群青」、歌声集会に向けての練習

10
月
中

前
期
振

返

0.

5

10
／
14
3
年

個
人
探
究

1.

5

10
／

年

学
年
発
表
会

10
／

30

外
部
連
携
団
体

展
示

個人探究スライドを英訳し、英語プレゼンに取り
組む。

Unit4 To Our Future
Generation
陸前高田の一本松

Martin L.K.Junior米・公民権運動やA.SSKミャン
マー民主化運動をテーマにしたreading、writingを通し
て、よりよい社会の築くための行動を発信する。

マララさんのスピーチ動画
や英文を理解し、国際協
力について、reading教材

「希望の牧場～覚悟の牛
飼い 吉沢正己」（自作教
材）Ａ（４）

Ⅳ Ⅴ Ⅵ

１ ３ ４

様々な実験活動
・課題解決的な探究

偉人に学ぶ
ダニエル、メンデル、吉野彰さんなど

惑星発表会の実施

【公民】
・政治（国・地方自治）
・経済

Ⅲ １ ２

【公民】
・政治（国・地方自治）
Ⅱ Ⅴ ４

【OC】動画教材
「ALTの自己紹介」コロナ禍での想い
「音声に関する動画」ERで扱う英語資料、
講演を理解するための土台作り

【OC】スキット「旅人と熊」
コロナ禍での人間関係
友情などへの教訓

「好きな仕事か安定か悩
んでいる」Ｃ（13）

Ⅱ Ⅳ

２ ３

【歴史】
・第2次世界大戦
・現代社会 Ⅰ ２

【歴史】
・現代社会（公害）

Ⅰ

５ ７

Ⅰ Ⅱ Ⅳ Ⅴ
みんなを笑顔にしようプロ
ジェクト

安全な住まい方（災害に備え
る）

和服の文化に触れよう みんなを笑顔にしようプロジェ
クト

８／２０
星空観察会

Ⅰ Ⅱ ⅥⅤ

１ ～ ５ Ⅰ ３ ５Ⅴ Ⅵ １ ３ ４ ５
Ⅰ １ ２ ５

ふれあい天文学
Ⅰ ３

バンクシーの鑑賞（現
代アート）

「私と社会をつなぐ椅子」
・自己理解と社会への広がり

Ⅱ Ⅲ Ⅴ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ Ⅲ Ⅵ
ⅥⅢ Ⅴ １ ～ ７

１ ２ ３ ７

歌唱・鑑賞「日本とイタリ
アの民謡」

鑑賞「奇妙な
果実」

鑑賞「つなが
る音楽～三
線・三弦・三
味線～」

Unit3 Fair Trade
Evevnt
フェア・トレードについて知り、
自らの消費生活を見つめる。

Unit5（AIの可能性）
Living with Robots-For or
Against-
世界の最先端科学や研究者
の生き方について表現しよう。

WS「負の連鎖」世界の学校
に行けない子どもたちについ
て、貧困の循環から考える。

Unit6 ”Striring for a Better World”
アウンサンスーチー氏の生き方通して、持続
可能な社会を実現するための行動を考える。

「ぼくにもこんなよいところ
がある」Ａ（３）

Ⅳ ３ Ⅵ １ ７

「加山さんの願い」Ｃ（12）

Ⅵ ２

Ⅳ ４ ６

１

食物連鎖
Ⅰ ３

災害時の行動

科学技術と人間（放射線）

Ⅰ ３

Ⅰ Ⅵ １

・12/9GIFT講演会「世界
そして日本を歩む～議
員外交を通して～（2.5）

Ⅰ ⅥⅡ ３ ６

【６つの構成概念】
多様性 相互性 有限性

公平性 連携性 責任性

【７つの能力・態度】
批判的に考える力 未来像を予測して計画を立てる力

多面的・総合的に考える力 コミュニケーションを行う力

他者と協力する態度 つながりを尊重する態度

進んで参加する態度

【SDGｓ１７のゴール】

1 貧困をなくそう

2 飢餓をゼロに

3 すべての人に健康と福祉を

4 質の高い教育をみんなに

5 ジェンダー平等を実現しよう

6 安全な水とトイレを世界中に

7 エネルギーをみんなに　そしてクリーンに

8 働きがいも経済成長も

9 産業と技術革新の基礎をつくろう

10 人や国の不平等をなくそう

11 住み続けられるまちづくりを

12 つくる責任　つかう責任

13 気候変動に具体的な対策を

14 海の豊かさを守ろう

15 陸の豊かさも守ろう

16 平和と公正をすべての人に

17 パートナーシップで目標を達成しよう

Ⅰ

Ⅳ Ⅴ

Ⅱ

Ⅵ

Ⅲ

４

５ ６

７

１ ２【公民】
・平和主義
・国際社会Ⅰ Ⅱ ３

Ⅲ Ⅵ １

【公民】
・日本国憲法

Unit1 Pop Culture Then 
and Now

Unit2 From the other 
side of the Earth

３

Further Reading 1
Sato Mami
Making the Best of Life

鑑賞「アランフェス協奏曲」

「情報モラルと著作権」

偏差値とは？

岡大附中 第３学年

・個人テーマ探究計画書作成（３）
・探究活動相互フィードバック（３）

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
学
び
」

■ 内部評価指標 ■　
本校「目指す生徒像」に基づく「学びに向かう力・人間性等」のアセスメント

本校の目指す生徒像とAi｠GROWで可視化するコンピテンシーの詳細の関連付け

自
主
自
律

豊
か
な
心
で

た
く
ま
し
く

理念 非認知能力項目
授業に必要な基本的な姿勢や取組み
ができているか
提示された課題を粘り強く追究でき
ているか
困難な課題に対して諦めずに解決で
きているか
自分の意見を相手に配慮しながらわ
かりやすく伝えられているか
相手の意見を積極的に聴き入れ違い
などを理解できているか
お互いを生かし合える役割を担い共
に課題解決ができているか
自分の考えを整理し意見として積極
的に表現できているか
自分で新しい課題を発見しさらなる
探究ができているか
学習した内容と自分や社会とのつな
がりを見出せているか

学びにかかわる様々な「人・ものやこ
と・自分自身」を尊重できているか
共に学び合う他者に共感しながらお互
いの違いも含めて尊重できているか
新しい知識や異なった見識を拒むこ
となく謙虚に学ぼうとしているか
学んできたことを活用して身近な課
題解決ができているか
自分が日常生活や地域社会のために
果たしたい役割を自覚できているか

学んできた内容を多面的な視点を用
いてさらに探究を深められているか
学んできた内容を実生活や社会の中
で活用できているか
学んできた内容をさらに新しい内容
や取組みへと更新できているか

学んできたことを踏まえてよりよい社会
のあり方を見通すことができているか

たくましく
―意欲を持って、挑み続けていこう―

＜意欲と挑戦＞

豊かな心で
―人とつながり、社会へ貢献しよう―

＜協働と貢献＞

自主自律
―自分を律し、自他への敬意を持とう―

＜自制と敬意＞

短期的評価項目 中・長期的評価項目

貢
献
系

敬
意
系

挑
戦
系

自
主
自
律
　豊
か
な
心
で
　た
く
ま
し
く

岡
山
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
が
目
指
す
生
徒
像

協
働
系

意
欲
系

自
制
系

〈振り返りの視点〉
◆スコアの高いコンピテンシーについ
て、なぜ／どのような行動をしている
ことでそうなったと思うか？

◆今後、もっとも伸ばしたいコンピテン
シーは？

◆「自分が伸ばしたい項目」が高い人は
どんな行動をとっていると思うか？

◆コンピテンシーを高めるためにどうす
る？

　①学校の各教科・総合の授業で
　②学校（学年）行事、委員会、部活

動で
　③学校でのコミュニケーション（友

人関係）で
　④学校外の場所（家庭や地域）で

「個人的実行力」
自らの意思によって行動
を起こして計画を進め、
何事にも自ら進んで取り
組むことのできる能力

「耐性」
困難な状況であっても、
自分で決めたことは最後
までしっかりとやり抜く
ことができる能力

「共感・傾聴力」
相手の話を真剣に聴き、
相手を深いレベルで理解
し、相手の気持ちを尊重
することのできる能力

「表現力」
自分の考えや思いはもち
ろん、どんなことでも相
手が理解しやすいように
伝えることのできる能力

「影響力の行使」
他者に対して自分の考え
や目的を伝えながら、と
もに協働して物事を進め
ることのできる能力

「地球市民」
自分が住む地域や日本の
ことはもちろん、世界の
一員として何ができるか
考えられる能力

「自己効力」
何らかの課題に対しても
「自分ならできる」と自
信を持って物事を進める
ことのできる能力

「決断力」
自分の考えと客観的な事
実とを照らし合わせなが
ら判断し、物事を決める
ことのできる能力

「柔軟性」
変化への対応力ととも
に、その場その場で機転
を利かせて行動を適宜修
正することのできる能力

■ 外部評価指標 ■
Ai GROW（IGS 社）による 気質診断・自己＆他者評価でコンピテンシーを可視化

➡ 個々の振り返りと成長へ

■ 外部評価指標 ■
Ai GROW（IGS 社）による 気質診断・自己＆他者評価でコンピテンシーを可視化

➡ 個々の振り返りと成長へ

（例）
ＥＲ（キャリア）
プログラム

「学びのカレンダー」
 →単元学習プログラム
 →「カリキュラム・マップ」
 →単元計画の整理と共有

★３年間を見据えて
★SDGsを意識して
★マルチステークホルダーと連携・
　協働して
★「ESD／７つの育みたい能力態度」
　① 批判的に考える力
　② 未来像を予測して計画を立てる力
　③ 多面的、総合的に考える力
　④ コミュニケーションを行う力
　⑤ 他者と協力する態度
　⑥ つながりを尊重する態度
　⑦ 進んで参加する態度
★教科・領域横断型プログラムへ

総合的な学習の時間（ＥＲ）

単元名  ＥＲキャリア  
　　　　「主権者教育プログラム」（第３学年）

１　単元の目標 
地元や本校に縁のある政治家（議員）の思いに触れたり、意見を交換したりすることを通して、持続可能な
社会を創るには一人一人がその責任と義務を自覚し、自ら進んで行動することが必要であることを理解する
とともに、主権者及び市民として社会に参加・参画・貢献・寄与しようとする態度を育てる。

２  単元の評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
規
準 

①持続可能な社会を創るには一
人一人がその責任と義務を自覚
し、自ら進んで行動することが
必要であることを理解している。

②収集した情報を分類し、分か
りやすい方法で表したり、多面
的に理解したりしている。

①個人テーマ探究とのつながり
から、SDGｓ課題解決に向けて
何が問題かを見付け出し、課題
を明らかにしている。
②課題の解決に必要な情報を、
効果的な手段を選択して多様に
収集している。
③課題の解決に向けて多様な情
報について、根拠をもとに整理
したり、深く分析したりしなが
ら解決に向けて考えている。
④主権者及び市民として何がで
きるのか、自分自身の考えをま
とめ、論理的で効果的に表現し
ている。

①持続可能な社会を実現するた
めに、自ら社会に参加・参画・
貢献・寄与しようとしている。

３　指導と評価の計画（5.5時間＋朝読書・昼食時間７回）
小単元名（時数） ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法
SDGｓ課題解決に向
けて～主権者及び市
民として～（1.5）

SDGｓ課題解決に向
けて～主権者及び地
球市民として～
（2.5）

・ワークショップ式授業＆ミニ講演
「あなたが主役の政治」
講師：原田謙介氏（元NPO法人Youth
Create代表）（zoom使用、各教室）

① ①
・ワークシート
・発言

・GIFT講演会
「世界そして日本を歩む～議員外交を通し
て～」
講師：逢沢一郎氏（衆議院議員・本校OB）

・ワークシート

朝読書資料配付① 「SNSと政治の関わり」 ② ②③ ・資料 ・観察

朝読書資料配付② 「私たちと選挙」

昼食放送① 「今の政治課題」 ② ・資料 ・観察

朝読書資料配付③ 「私たちの県議会」

昼食放送② 「県政・市政」 ② ・資料 ・観察

昼食放送③ 「アンケート結果」 ② ・資料 ・観察

朝読書資料配付④ 「ゲスト議員プロフィール」 ② ・資料 ・観察

持続可能な社会の創
り手として～私たちに
できること～（1.5）

・ゲスト議員の皆さんとの意見交換会
（各教室、クラス間共有はzoomを使用
し、オンライン会議）※参照１

④ ①
・ワークシート
・発言

※参照１　お世話になったゲスト議員の方々
　県議会議員（５名）　波多洋治様、高橋　徹様、大塚　愛様、中川雅子様、木口京子様
　市議会議員（４名）　中原淑子様、竹永光恵様、松本好厚様、森山幸治様
　他に原田謙介様（アドバイザー参加）、岡山県議会事務局の方々、PTA広報部の方々

Ⅵ ７

 
 

 
 
 

  

ER キャリア
①岡大教育学部オンライン訪問
②キャリア講演会、岡大他学部・
　企業、ＮＰＯ／ＮＧＯオンライン訪問
③主権者教育プログラム
　高校説明会、面接練習
①～③共通　　東日本大震災追悼
　　　　　　　プログラム

 

国語

保体

技術

家庭

英語

音楽

理科

社会

数学

美術

特別活動
道徳

「新しいプライド」C（13）

日本の諸地域の学習

偉人に学ぶ

「希望の牧場～覚悟の
牛飼い　吉沢正己～」
（自作教材）Ａ（４）

政治（国・地方自治）

「日本とイタリアの民
謡」「ブルタバ」「奇妙な果
実」

「日本とイタリアの民謡」
「群青」、歌声集会に向けて
の練習

未来の私、今の私

ストロー橋の製作実習

私と社会をつなぐ椅
子

「好きな仕事か安定
かなやんでいる」C
（13）

Rakugo in English

Carrer Day

What is your future dream ?

健康と環境

「私は十四歳」Ａ（３）

「交響曲第5番ハ短調作
品67」

ユニバーサルデザイン

To Our Future Generation
陸前高田の一本松

日本の外交、国際協力
reading

Living with Robots
̶For or Against̶

「震災の中で」Ｃ（12）

ふれあい天文学

植物学者
牧野富太郎
リンネ

生産者と消費者の視点

家族・家庭生活
家庭生活と地域の関わり

らしさってなに ?

私に似たもの発見

「資料の傾向
を考えよう」

「偏差値とは？」

朝市の 「おはようございます」Ｂ（７）

「自分とのつき合い方を考えよう」Ａ（３）

「看護する仕事」Ｃ（13）

「どうせ無理」という言葉に負けないＡ（５）

１年

２年

３年

「
こ
と
ば
」
を
見
直
す
単
元

「
論
理
的
思
考
」
を
学
ぶ
単
元

岡
山
市
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
（
今
年
度
は
未
実
施
）

「
古
典
」
を
学
ぶ
単
元



全体共通研究と各教科研究が一体となって、研究主題の達成に
向かうことの共有 ⇔ 多元的評価

「学びのカレンダー」　総合（ＥＲ）を軸に各教科・領域などの
つながりを見える化・横断型総合型授業へ

国語科

社会科

数学科

理科

音楽科

美術科

保健体育科

技術科

家庭科

英語科

総合的な学習
の時間（ER）

他者との協働を通じて自らの考えを広げ深める生徒の育成ー批判的思考と創造的思考の往還を促すカリキュラム・デザインー

事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、問題を自立的、協働的に解決することができる生徒の育成

他者と協働する活動を通して、よりよい社会を築こうとする生徒の育成

自然の事物・現象の中に問題を見いだし、理科の見方・考え方を活用して課題を解決することができる生徒の育成

創造性を基盤とする音楽の学びを追求する生徒の育成

創造活動を通して、環境や社会から価値を見つけ獲得できる生徒の育成

社会情緒的コンピテンスの向上に着目したカリキュラム・マネジメント

技術の見方・考え方を働かせ、主体的に身の回りの問題を発見し、課題解決に取り組もうとする生徒の育成

SDGsを意識し、持続可能な社会の構築の視点で意思決定できる生徒の育成　―「多様なライフスタイル」を鍵概念とした
中学校技術・家庭（家庭分野）のA家族・家庭領域におけるカリキュラム作成の工夫を通して－

生涯にわたり自ら学び続ける自律した学習者の育成 ～生徒自身がPDCAサイクルを意識する単元・授業構成の改善～

SDGsを意識した単元学習プログラムと個人テーマ探究活動の充実 ～マルチステークホルダーとの連携・協働を活かして～

批判的思考と創造的思考を自ら行き来させながら、物事の本質を追究できる生徒

生活する中で疑問を感じ、批判的に考え解決しようとする生徒

論理的思考力だけでなく、日常生活や社会生活で数学を活用しようとする生徒

自然の事物・現象にすすんで関わり、主体的に探究できる生徒

明るく豊かで充実した生活を送るために、よりよいものを追求できる生徒

夢や願いとしての課題発見と解決のできる生徒

よりよい生活の実現を目指し、常に新しい課題を発見、解決していこうとする生徒

運動を通して、他者への関心を高め、互いに認め合い尊重し合える生徒

持続可能な社会の実現に向けて、主体的に課題解決に取り組もうとする生徒

多様性や他者との協働を大切にし、地球的課題の解決に関わろうとする生徒

持続可能な社会づくりへの意欲と関心をもち、自ら考え・行動できる生徒

学校評価アンケート
（生徒・保護者・教職員）

Ai GROW（IGS社）
気質診断・自己・他者評価
による13コンピテンシー計測

「目指す生徒像」に基づく
アセスメント（中・長期）

「ESDの視点に立った学習指導
で重視したい能力・態度」
に基づく自己評価

多元的な評価・分析

各教科における検証・評価

学
び
の
意
義
を
理
解
し
自
ら
学
び
続
け
る
生
徒
の
育
成

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
国語

社会

数学

理科

音楽

第３学年

年間
70時間

道徳

美術

保健体育

技術

家庭

英語

探究全般 国際 人権・福祉 平和 環境 キャリア

「その子の世界、私の世
界」Ｃ（18）

ＥＲキャリア

・高校説明会（1.5） ・11/25牛来美佳さん講演会＆ライブ（2.5）・面接練習等（12）・ＥＲ1年間のまとめ・振り返り（1.5）
・10月～３月東日本大震災に関連した授業（2.5）

10/12-11/４
主免実習

／
10

―

19
関

特
別
授
業

６月中旬～ 個人テーマ探究
・ガイダンス（1.5）

・探究ＦＷ活動計画（1.5）
・探究のまとめ、表現（６）
・９/23クラス発表会（1.5）

夏季休業中に
各自ＦＷ調査

休校中の取り組み

・ミニ探究「新型コロナウイルス
感染症とＳＤＧｓ」

ＥＲ平和
・5/13安田純平さん講演会（1.5）
（オンライン）
・5/27エルドリッヂ博士講演会（1.5）
（オンライン）

ER主権者教育プログラム
・12/2ワークショップ式
授業＆ミニ講演（オン
ライン）（1.5）
・12/23地元議員の
皆さんと意見交換（2.5）

Ⅳ

１

Ⅳ

７Ⅵ
Ⅵ

～
１

４１Ⅱ
７～

７

11/５-11/20
副免実習Ⅱ

９/８-９/15
養護教諭特別別科
養護実習
９/23-10/２
副免実習Ⅰ

11/９-11/20
養護教諭

ＥＲ月間（１～３年）
・ここまでの各学年のＥＲに
おける学びを共有
・外部連携団体パネル展示

Ⅵ ４

（エネルギー変換）
「エネルギー変換を生活に生
かす」

（材料と加工）
「ストロー橋の製作実習」

１ ～ ７

１ ～ ７

ⅥⅠ

＜数と式＞＜図形＞

＜関数＞ ＜資料の活用＞

１ ３

２ ２Ⅰ Ⅳ

（休校中～分散登校中）
単元330今だから・今こそ
新聞投稿文を読み意見文を
書く（コロナに関する）

・平和・戦争に関する文学作品や説明的文章を扱った単元 ・批判的思考力を必要とする教科書比較を行う単元
・日本文学だけでなく、外国文学を扱った単元 ・詩歌・古典を含む文学作品や筆者の主張が偏らないように選んだ説明的文章を用いた単元
・対比される事物や思考を論述した文章を用いた単元

【班活動により】
４ ７Ⅴ Ⅵ ５ ６

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

１ ２ ３

感染症の原因、感染症の予防
体育理論「文化としてのスポーツの意義」

健康な生活と病気の予防
保健全般

「未来の私、今の私」
・自己理解Ⅰ Ⅱ Ⅳ Ⅴ

２ ３ ５ ６

Ⅰ Ⅲ

１ ３

鑑賞「戦争や平和をテーマにした楽曲を聴
いて紹介文を書こう」
創作「沖縄音階を用いた創作」

鑑賞「戦争や平和をテーマにした楽曲聴
き比べ」
歌唱「花の街」
鑑賞「土の歌」
鑑賞「島唄様々なバージョンで聴き比

鑑賞「ブルタバ」
歌唱「群青」、歌声集会に向けての練習

10
月
中

前
期
振

返

0.

5

10
／
14
3
年

個
人
探
究

1.

5

10
／

年

学
年
発
表
会

10
／

30

外
部
連
携
団
体

展
示

個人探究スライドを英訳し、英語プレゼンに取り
組む。

Unit4 To Our Future
Generation
陸前高田の一本松

Martin L.K.Junior米・公民権運動やA.SSKミャン
マー民主化運動をテーマにしたreading、writingを通し
て、よりよい社会の築くための行動を発信する。

マララさんのスピーチ動画
や英文を理解し、国際協
力について、reading教材

「希望の牧場～覚悟の牛
飼い 吉沢正己」（自作教
材）Ａ（４）

Ⅳ Ⅴ Ⅵ

１ ３ ４

様々な実験活動
・課題解決的な探究

偉人に学ぶ
ダニエル、メンデル、吉野彰さんなど

惑星発表会の実施

【公民】
・政治（国・地方自治）
・経済

Ⅲ １ ２

【公民】
・政治（国・地方自治）
Ⅱ Ⅴ ４

【OC】動画教材
「ALTの自己紹介」コロナ禍での想い
「音声に関する動画」ERで扱う英語資料、
講演を理解するための土台作り

【OC】スキット「旅人と熊」
コロナ禍での人間関係
友情などへの教訓

「好きな仕事か安定か悩
んでいる」Ｃ（13）

Ⅱ Ⅳ

２ ３

【歴史】
・第2次世界大戦
・現代社会 Ⅰ ２

【歴史】
・現代社会（公害）

Ⅰ

５ ７

Ⅰ Ⅱ Ⅳ Ⅴ
みんなを笑顔にしようプロ
ジェクト

安全な住まい方（災害に備え
る）

和服の文化に触れよう みんなを笑顔にしようプロジェ
クト

８／２０
星空観察会

Ⅰ Ⅱ ⅥⅤ

１ ～ ５ Ⅰ ３ ５Ⅴ Ⅵ １ ３ ４ ５
Ⅰ １ ２ ５

ふれあい天文学
Ⅰ ３

バンクシーの鑑賞（現
代アート）

「私と社会をつなぐ椅子」
・自己理解と社会への広がり

Ⅱ Ⅲ Ⅴ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ Ⅲ Ⅵ
ⅥⅢ Ⅴ １ ～ ７

１ ２ ３ ７

歌唱・鑑賞「日本とイタリ
アの民謡」

鑑賞「奇妙な
果実」

鑑賞「つなが
る音楽～三
線・三弦・三
味線～」

Unit3 Fair Trade
Evevnt
フェア・トレードについて知り、
自らの消費生活を見つめる。

Unit5（AIの可能性）
Living with Robots-For or
Against-
世界の最先端科学や研究者
の生き方について表現しよう。

WS「負の連鎖」世界の学校
に行けない子どもたちについ
て、貧困の循環から考える。

Unit6 ”Striring for a Better World”
アウンサンスーチー氏の生き方通して、持続
可能な社会を実現するための行動を考える。

「ぼくにもこんなよいところ
がある」Ａ（３）

Ⅳ ３ Ⅵ １ ７

「加山さんの願い」Ｃ（12）

Ⅵ ２

Ⅳ ４ ６

１

食物連鎖
Ⅰ ３

災害時の行動

科学技術と人間（放射線）

Ⅰ ３

Ⅰ Ⅵ １

・12/9GIFT講演会「世界
そして日本を歩む～議
員外交を通して～（2.5）

Ⅰ ⅥⅡ ３ ６

【６つの構成概念】
多様性 相互性 有限性

公平性 連携性 責任性

【７つの能力・態度】
批判的に考える力 未来像を予測して計画を立てる力

多面的・総合的に考える力 コミュニケーションを行う力

他者と協力する態度 つながりを尊重する態度

進んで参加する態度

【SDGｓ１７のゴール】

1 貧困をなくそう

2 飢餓をゼロに

3 すべての人に健康と福祉を

4 質の高い教育をみんなに

5 ジェンダー平等を実現しよう

6 安全な水とトイレを世界中に

7 エネルギーをみんなに　そしてクリーンに

8 働きがいも経済成長も

9 産業と技術革新の基礎をつくろう

10 人や国の不平等をなくそう

11 住み続けられるまちづくりを

12 つくる責任　つかう責任

13 気候変動に具体的な対策を

14 海の豊かさを守ろう

15 陸の豊かさも守ろう

16 平和と公正をすべての人に

17 パートナーシップで目標を達成しよう

Ⅰ

Ⅳ Ⅴ

Ⅱ

Ⅵ

Ⅲ

４

５ ６

７

１ ２【公民】
・平和主義
・国際社会Ⅰ Ⅱ ３

Ⅲ Ⅵ １

【公民】
・日本国憲法

Unit1 Pop Culture Then 
and Now

Unit2 From the other 
side of the Earth

３

Further Reading 1
Sato Mami
Making the Best of Life

鑑賞「アランフェス協奏曲」

「情報モラルと著作権」

偏差値とは？

岡大附中 第３学年

・個人テーマ探究計画書作成（３）
・探究活動相互フィードバック（３）

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
学
び
」

■ 内部評価指標 ■　
本校「目指す生徒像」に基づく「学びに向かう力・人間性等」のアセスメント

本校の目指す生徒像とAi｠GROWで可視化するコンピテンシーの詳細の関連付け

自
主
自
律

豊
か
な
心
で

た
く
ま
し
く

理念 非認知能力項目
授業に必要な基本的な姿勢や取組み
ができているか
提示された課題を粘り強く追究でき
ているか
困難な課題に対して諦めずに解決で
きているか
自分の意見を相手に配慮しながらわ
かりやすく伝えられているか
相手の意見を積極的に聴き入れ違い
などを理解できているか
お互いを生かし合える役割を担い共
に課題解決ができているか
自分の考えを整理し意見として積極
的に表現できているか
自分で新しい課題を発見しさらなる
探究ができているか
学習した内容と自分や社会とのつな
がりを見出せているか

学びにかかわる様々な「人・ものやこ
と・自分自身」を尊重できているか
共に学び合う他者に共感しながらお互
いの違いも含めて尊重できているか
新しい知識や異なった見識を拒むこ
となく謙虚に学ぼうとしているか
学んできたことを活用して身近な課
題解決ができているか
自分が日常生活や地域社会のために
果たしたい役割を自覚できているか

学んできた内容を多面的な視点を用
いてさらに探究を深められているか
学んできた内容を実生活や社会の中
で活用できているか
学んできた内容をさらに新しい内容
や取組みへと更新できているか

学んできたことを踏まえてよりよい社会
のあり方を見通すことができているか

たくましく
―意欲を持って、挑み続けていこう―

＜意欲と挑戦＞

豊かな心で
―人とつながり、社会へ貢献しよう―

＜協働と貢献＞

自主自律
―自分を律し、自他への敬意を持とう―

＜自制と敬意＞

短期的評価項目 中・長期的評価項目

貢
献
系

敬
意
系

挑
戦
系

自
主
自
律
　豊
か
な
心
で
　た
く
ま
し
く

岡
山
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
が
目
指
す
生
徒
像

協
働
系

意
欲
系

自
制
系

〈振り返りの視点〉
◆スコアの高いコンピテンシーについ
て、なぜ／どのような行動をしている
ことでそうなったと思うか？

◆今後、もっとも伸ばしたいコンピテン
シーは？

◆「自分が伸ばしたい項目」が高い人は
どんな行動をとっていると思うか？

◆コンピテンシーを高めるためにどうす
る？

　①学校の各教科・総合の授業で
　②学校（学年）行事、委員会、部活

動で
　③学校でのコミュニケーション（友

人関係）で
　④学校外の場所（家庭や地域）で

「個人的実行力」
自らの意思によって行動
を起こして計画を進め、
何事にも自ら進んで取り
組むことのできる能力

「耐性」
困難な状況であっても、
自分で決めたことは最後
までしっかりとやり抜く
ことができる能力

「共感・傾聴力」
相手の話を真剣に聴き、
相手を深いレベルで理解
し、相手の気持ちを尊重
することのできる能力

「表現力」
自分の考えや思いはもち
ろん、どんなことでも相
手が理解しやすいように
伝えることのできる能力

「影響力の行使」
他者に対して自分の考え
や目的を伝えながら、と
もに協働して物事を進め
ることのできる能力

「地球市民」
自分が住む地域や日本の
ことはもちろん、世界の
一員として何ができるか
考えられる能力

「自己効力」
何らかの課題に対しても
「自分ならできる」と自
信を持って物事を進める
ことのできる能力

「決断力」
自分の考えと客観的な事
実とを照らし合わせなが
ら判断し、物事を決める
ことのできる能力

「柔軟性」
変化への対応力ととも
に、その場その場で機転
を利かせて行動を適宜修
正することのできる能力

■ 外部評価指標 ■
Ai GROW（IGS 社）による 気質診断・自己＆他者評価でコンピテンシーを可視化

➡ 個々の振り返りと成長へ

■ 外部評価指標 ■
Ai GROW（IGS 社）による 気質診断・自己＆他者評価でコンピテンシーを可視化

➡ 個々の振り返りと成長へ

（例）
ＥＲ（キャリア）
プログラム

「学びのカレンダー」
 →単元学習プログラム
 →「カリキュラム・マップ」
 →単元計画の整理と共有

★３年間を見据えて
★SDGsを意識して
★マルチステークホルダーと連携・
　協働して
★「ESD／７つの育みたい能力態度」
　① 批判的に考える力
　② 未来像を予測して計画を立てる力
　③ 多面的、総合的に考える力
　④ コミュニケーションを行う力
　⑤ 他者と協力する態度
　⑥ つながりを尊重する態度
　⑦ 進んで参加する態度
★教科・領域横断型プログラムへ

総合的な学習の時間（ＥＲ）

単元名  ＥＲキャリア  
　　　　「主権者教育プログラム」（第３学年）

１　単元の目標 
地元や本校に縁のある政治家（議員）の思いに触れたり、意見を交換したりすることを通して、持続可能な
社会を創るには一人一人がその責任と義務を自覚し、自ら進んで行動することが必要であることを理解する
とともに、主権者及び市民として社会に参加・参画・貢献・寄与しようとする態度を育てる。

２  単元の評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
規
準 

①持続可能な社会を創るには一
人一人がその責任と義務を自覚
し、自ら進んで行動することが
必要であることを理解している。

②収集した情報を分類し、分か
りやすい方法で表したり、多面
的に理解したりしている。

①個人テーマ探究とのつながり
から、SDGｓ課題解決に向けて
何が問題かを見付け出し、課題
を明らかにしている。
②課題の解決に必要な情報を、
効果的な手段を選択して多様に
収集している。
③課題の解決に向けて多様な情
報について、根拠をもとに整理
したり、深く分析したりしなが
ら解決に向けて考えている。
④主権者及び市民として何がで
きるのか、自分自身の考えをま
とめ、論理的で効果的に表現し
ている。

①持続可能な社会を実現するた
めに、自ら社会に参加・参画・
貢献・寄与しようとしている。

３　指導と評価の計画（5.5時間＋朝読書・昼食時間７回）
小単元名（時数） ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法
SDGｓ課題解決に向
けて～主権者及び市
民として～（1.5）

SDGｓ課題解決に向
けて～主権者及び地
球市民として～
（2.5）

・ワークショップ式授業＆ミニ講演
「あなたが主役の政治」
講師：原田謙介氏（元NPO法人Youth
Create代表）（zoom使用、各教室）

① ①
・ワークシート
・発言

・GIFT講演会
「世界そして日本を歩む～議員外交を通し
て～」
講師：逢沢一郎氏（衆議院議員・本校OB）

・ワークシート

朝読書資料配付① 「SNSと政治の関わり」 ② ②③ ・資料 ・観察

朝読書資料配付② 「私たちと選挙」

昼食放送① 「今の政治課題」 ② ・資料 ・観察

朝読書資料配付③ 「私たちの県議会」

昼食放送② 「県政・市政」 ② ・資料 ・観察

昼食放送③ 「アンケート結果」 ② ・資料 ・観察

朝読書資料配付④ 「ゲスト議員プロフィール」 ② ・資料 ・観察

持続可能な社会の創
り手として～私たちに
できること～（1.5）

・ゲスト議員の皆さんとの意見交換会
（各教室、クラス間共有はzoomを使用
し、オンライン会議）※参照１

④ ①
・ワークシート
・発言

※参照１　お世話になったゲスト議員の方々
　県議会議員（５名）　波多洋治様、高橋　徹様、大塚　愛様、中川雅子様、木口京子様
　市議会議員（４名）　中原淑子様、竹永光恵様、松本好厚様、森山幸治様
　他に原田謙介様（アドバイザー参加）、岡山県議会事務局の方々、PTA広報部の方々

Ⅵ ７

 
 

 
 
 

  

ER キャリア
①岡大教育学部オンライン訪問
②キャリア講演会、岡大他学部・
　企業、ＮＰＯ／ＮＧＯオンライン訪問
③主権者教育プログラム
　高校説明会、面接練習
①～③共通　　東日本大震災追悼
　　　　　　　プログラム

 

国語

保体

技術

家庭

英語

音楽

理科

社会

数学

美術

特別活動
道徳

「新しいプライド」C（13）

日本の諸地域の学習

偉人に学ぶ

「希望の牧場～覚悟の
牛飼い　吉沢正己～」
（自作教材）Ａ（４）

政治（国・地方自治）

「日本とイタリアの民
謡」「ブルタバ」「奇妙な果
実」

「日本とイタリアの民謡」
「群青」、歌声集会に向けて
の練習

未来の私、今の私

ストロー橋の製作実習

私と社会をつなぐ椅
子

「好きな仕事か安定
かなやんでいる」C
（13）

Rakugo in English

Carrer Day

What is your future dream ?

健康と環境

「私は十四歳」Ａ（３）

「交響曲第5番ハ短調作
品67」

ユニバーサルデザイン

To Our Future Generation
陸前高田の一本松

日本の外交、国際協力
reading

Living with Robots
̶For or Against̶

「震災の中で」Ｃ（12）

ふれあい天文学

植物学者
牧野富太郎
リンネ

生産者と消費者の視点

家族・家庭生活
家庭生活と地域の関わり

らしさってなに ?

私に似たもの発見

「資料の傾向
を考えよう」

「偏差値とは？」

朝市の 「おはようございます」Ｂ（７）

「自分とのつき合い方を考えよう」Ａ（３）

「看護する仕事」Ｃ（13）

「どうせ無理」という言葉に負けないＡ（５）

１年

２年

３年

「
こ
と
ば
」
を
見
直
す
単
元

「
論
理
的
思
考
」
を
学
ぶ
単
元

岡
山
市
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
（
今
年
度
は
未
実
施
）

「
古
典
」
を
学
ぶ
単
元



岡山大学教育学部附属中学校
2021年（令和3年）3月

研究主題

学びの意義を理解し自ら学び続ける生徒を育成するカリキュラム・マネジメント
～SDGsを意識した学びに向かう力・人間性等の伸長を中心として～

令和２～３年度　国立教育政策研究所課題研究指定校事業　【中間報告】

「学びの意義」とは

ア．本質的意義（人間が人間とし
て発達し、人間的本質を実
現する）

イ．社会的・客観的意義（獲得し
た知識や教養をよりよい／持
続可能な社会づくりに生かす）

ウ．主観的意義（自己の意欲や
キャリアの実現など豊かな生
き方とする）

研究主題設定の理由

　本校では、平成31年度よりSDGsを基にしたテーマ設定を行い、岡山大学、岡山理科大学、岡山ESD
推進協議会などとの連携を生かした「総合的な学習の時間」の学習プログラム開発に取り組み、学びの
意義を理解し自ら学び続ける生徒の育成を図っている。そこで、蓄積された教科教育の知見と、SDGs
を意識した各教科等や「総合的な学習の時間」の取り組みを生かして、カリキュラム・マネジメントを進
め、社会に開かれた教育課程を通して、新学習指導要領において育成を目指す「学びに向かう力・人間性
等」の伸長を図りたいと考えた。

○共通研究主題に基づく研究推進により、「学びの意義を理解し自ら学び続ける生徒」のカリキュラム・マネジメン
トを図ることができた。
○SDGsを意識した総合的な学習の時間の「学びのカレンダー」と「カリキュラム・マップ」を作成し、単元学習プ
ログラムを組織的・計画的にPDCAで実施する基盤が整った。
○本校版「目指す生徒像に基づく学びに向かう力・人間性等」の自己評価と、新たに採用した外部評価指標「Ai 
GROW」の計測コンピテンシーを用いることで、生徒の資質・能力の伸長を可視化することができた。
○研究を推進する学校組織風土の醸成が進んだ。
●「学びの意義を理解し自ら学び続ける」「SDGsを意識した学びに向かう力・人間性等」の視点をより明確にする。
●効果的なカリキュラム・マネジメントに関する実践研究を行い、本校が目指す生徒像「自主自律 豊かな心で たく
ましく」を具現化した「生徒像・リーダー像」について、認知及び非認知の両側面から評価を行う。
●総合的な学習の時間の「学びのカレンダー」と「カリキュラム・マップ」を活用し、単元学習プログラムが生徒の
「SDGsを意識した学びに向かう力・人間性等」をより育成するものとなるようPDCAを継続する。
●可視化されたコンピテンシー（非認知スキル）について、生徒一人一人が自らの学びを省察し改善できるような手
立ての工夫を行う。

○令和２年度研究の目的及び研究計画の立案・共通理解など
　・教員会議　・教員研修　・合同研　・主題研究部会　・各教科会　・分掌部会（総合ER・ICTなど）
○全体及び各教科の研究進捗状況の確認と共有
　・8/4 第1回研究デザイン検討会　　　　　・1/19 第2回研究デザイン検討会
○全体及び主題研究部会でのテーマ研修会　※（　）内は講師
　・4/29「今年度研究と非認知能力について」（岡山大学全学教育・学生支援機構・中山芳一准教授）
　・6/30「SDGs達成に向けたESDの新展開」（岡山大学大学院教育学研究科・藤井浩樹教授）
　・8/28「Ai GROWを活用した非認知スキルのアセスメント」（IGS社 教育事業部・渡辺純華氏）
　・12/8「働き方改革～業務・時間・環境の視点から～」（寄島町立寄島小学校・安田隆人校長）
○総合的な学習の時間（ER）ESDカレンダー及びカリキュラム・マップの検討・作成
○SDGsを意識した総合的な学習の時間のカリキュラム開発（各学年単元プログラムのPDCA）
【第１学年】
　・ERテーマ別講座実施（６月～８月）     ・ER人権：ハンセン病（10月）
　・ERキャリア：岡山大学教育学部オンライン訪問（12月） 東日本大震災追悼上映会（３月）
　・ER国際：日中青少年オンライン交流（１～２月）
【第２学年】
　・ERこころ：心の病について学ぶ授業（８～９月）
　・ER平和：岡山市内戦跡フィールドワーク（６月）
　・ERキャリア：３領域（岡山大学他学部／地元企業／NPO・NGO）ハイブリッド訪問実施（12・３月）
【第３学年】
　・ER平和オンライン講演会（５月）・ER探究：個人テーマ探究と夏の探究活動（６月～10月）
　・ERキャリア・主権：講演会・ワークショップ・地元ゲスト議員交流会（10月～12月）
【全学年】
　・ER ／SDGs：新型コロナウイルス感染・蔓延予防プログラム（４～５月）
　・ER国際／GIFT講演会（１年7/22 ２年12/23 ３年12/9実施）
　・ER振り返りと本校版ESDで育みたい能力・態度の自己評価実施（前期末10月・年度末３月）
　・ER東日本大震災追悼プログラム（３月）
○第３学年個人テーマ探究活動における探究のプロセスとW型問題解決学習の可視化・重点化
○道徳・人権・ER 領域横断型特別授業試行（9/24全校実施）：
「岡山市公共施設等総合管理計画を通して、私たちの町への関心や愛着を深め、住み続けられる町づくりのた
めに自分たちに何ができるかSDGs視点で考えよう」

○「学びに向かう力・人間性等」を測定する評価指標の検討と実施
　・「目指す生徒像」に基づく非認知スキルアセスメント（全校実施：第１回10月　第２回2月）
　・外部評価指標Ai GROWを活用した生徒の資質・能力の伸長の確認
　　（全校実施：第１回７月　第２回10月　第３回12月　第４回２月）
　・学校評価アンケートの実施（生徒・保護者・教員対象：12月実施）
○オンライン教育実践発表会による各教科等の研究公開
　・第１期（7/21英語　10/7総合的な学習の時間）
　・第２期（10/29美術　11/30音楽　12/3国語　12/4社会）
　・第３期（1/22英語　1/25保健体育　2/18技術科　2/24数学　2/26理科　2/27家庭科）
○全体共通研究の発信と成果発表
　・岡山大学定例記者発表（10/29）
　　「【FOCUS ON】岡大附中の教育研究～持続可能な社会の創り手を育むことを目指して～」
　・令和２年度 日本教育大学協会研究集会報告（10月）
　「Withコロナの社会における教育活動の工夫・継続 ―その持続的発展を図って―」

　・文部科学省（国立教育政策研究所）でのオンライン中間発表会における研究成果発表（２月）
○地域社会への取組内容に関する情報交換・発信（岡山市立東山・操山公民館・岡山大学など）
○岡山市内公立中学校との連携協働プロジェクト（岡山市立旭東中・御南中・高松中・操南中など）
　・COP25／気候変動についての学習（５月）　・防災／人権の学習（12月・３月）
○一年次研究成果の確認と次年度以降の研究計画の再検討

「自ら学び続ける生徒」とは

「感性や思いやり」と「主体的に
学習に取り組む態度」の両面で
高まっている生徒。

「感性や思いやり」については、
自己効力、耐性、決断力、共感・
傾聴力、柔軟性などの「コンピテ
ンシー（非認知スキル）」により
見取ることとした。

「SDGsを意識した学び」とは

「SDGs達 成を目指すESD（= 
ESD for SDGs）の視点をもった
学び」という意味である。

SDGsの達成を目指す上で、様々
な事物・現象が実社会や実生活
と関わっていること、広範囲の多
くの要素が複雑に絡み合ってい
ること、協働的な問題解決が必
要であることなど。

成果と課題　

１年間の主な取り組み

【英語】　東日本大震災で津波を生き残った「奇跡の一本
松」についてリーディング教材として学習する

【音楽】　合唱曲「群青」を通して、東日本大震災で原発
事故により避難せざるをえなくなった中学生たちの思
いについて考え、表現する

【道徳】　自作教材「希望の牧場・ふくしま～覚悟の牛飼
い 吉沢正巳～」を通して、正義／信念／よりよく生きる
喜び／生命尊重などについて学ぶ

【ERキャリア】　シンガーソングライター・牛来美佳さん
（福島県浪江町ご出身）によるお歌＆お話の会を通して
学ぶ

★全体研究では
　国立教育政策研究所 教育課程研究センター研究開発部　　教育課程調査官　　遠山　一郎　先生
　中国学園大学・中国短期大学　　　　　　　　　　　　　 副学長　　住野　好久　先生
　岡山理科大学教育推進機構教職支援センター長　　　　　 教　授　　岡本　弥彦　先生
　岡山大学大学院教育学研究科　　　　　　　　　　　　　 教　授　　川田　　力　先生
　岡山大学全学教育・学生支援機構　　　　　　　　　　　 准教授　　中山　芳一　先生
★各教科研究では　
岡山大学大学院教育学研究科、岡山県教育委員会、岡山市教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の諸先生方にご指導ご助言を賜っております。

【道徳】　私たちの町への関心や愛着を深める
　（社会参画／公共の精神／郷土を愛する態度）
【人権】　多様な価値観を備えた人権感覚を育てる
【情報】　合意形成と広報啓発について考える
【ER基礎】　「岡山市公共施設等総合管理計画マンガ版」
を切り口に、SDGsの視点で町づくりについて考える

【ERキャリア・主権】　政治や政策が私たちの日常生活と
どのようにつながっているか考える

教科・領域等横断型授業の実践事例

事例①　第3学年
東日本大震災追悼　学習プログラム
英語・音楽・道徳・総合（ＥＲキャリア）

事例②　全学年
「住みやすい町づくりについて考えよう」
道徳・人権・情報・総合（ＥＲ基礎）



岡山大学教育学部附属中学校
2021年（令和3年）3月

研究主題

学びの意義を理解し自ら学び続ける生徒を育成するカリキュラム・マネジメント
～SDGsを意識した学びに向かう力・人間性等の伸長を中心として～

令和２～３年度　国立教育政策研究所課題研究指定校事業　【中間報告】

「学びの意義」とは

ア．本質的意義（人間が人間とし
て発達し、人間的本質を実
現する）

イ．社会的・客観的意義（獲得し
た知識や教養をよりよい／持
続可能な社会づくりに生かす）

ウ．主観的意義（自己の意欲や
キャリアの実現など豊かな生
き方とする）

研究主題設定の理由

　本校では、平成31年度よりSDGsを基にしたテーマ設定を行い、岡山大学、岡山理科大学、岡山ESD
推進協議会などとの連携を生かした「総合的な学習の時間」の学習プログラム開発に取り組み、学びの
意義を理解し自ら学び続ける生徒の育成を図っている。そこで、蓄積された教科教育の知見と、SDGs
を意識した各教科等や「総合的な学習の時間」の取り組みを生かして、カリキュラム・マネジメントを進
め、社会に開かれた教育課程を通して、新学習指導要領において育成を目指す「学びに向かう力・人間性
等」の伸長を図りたいと考えた。

○共通研究主題に基づく研究推進により、「学びの意義を理解し自ら学び続ける生徒」のカリキュラム・マネジメン
トを図ることができた。
○SDGsを意識した総合的な学習の時間の「学びのカレンダー」と「カリキュラム・マップ」を作成し、単元学習プ
ログラムを組織的・計画的にPDCAで実施する基盤が整った。
○本校版「目指す生徒像に基づく学びに向かう力・人間性等」の自己評価と、新たに採用した外部評価指標「Ai 
GROW」の計測コンピテンシーを用いることで、生徒の資質・能力の伸長を可視化することができた。
○研究を推進する学校組織風土の醸成が進んだ。
●「学びの意義を理解し自ら学び続ける」「SDGsを意識した学びに向かう力・人間性等」の視点をより明確にする。
●効果的なカリキュラム・マネジメントに関する実践研究を行い、本校が目指す生徒像「自主自律 豊かな心で たく
ましく」を具現化した「生徒像・リーダー像」について、認知及び非認知の両側面から評価を行う。
●総合的な学習の時間の「学びのカレンダー」と「カリキュラム・マップ」を活用し、単元学習プログラムが生徒の
「SDGsを意識した学びに向かう力・人間性等」をより育成するものとなるようPDCAを継続する。
●可視化されたコンピテンシー（非認知スキル）について、生徒一人一人が自らの学びを省察し改善できるような手
立ての工夫を行う。

○令和２年度研究の目的及び研究計画の立案・共通理解など
　・教員会議　・教員研修　・合同研　・主題研究部会　・各教科会　・分掌部会（総合ER・ICTなど）
○全体及び各教科の研究進捗状況の確認と共有
　・8/4 第1回研究デザイン検討会　　　　　・1/19 第2回研究デザイン検討会
○全体及び主題研究部会でのテーマ研修会　※（　）内は講師
　・4/29「今年度研究と非認知能力について」（岡山大学全学教育・学生支援機構・中山芳一准教授）
　・6/30「SDGs達成に向けたESDの新展開」（岡山大学大学院教育学研究科・藤井浩樹教授）
　・8/28「Ai GROWを活用した非認知スキルのアセスメント」（IGS社 教育事業部・渡辺純華氏）
　・12/8「働き方改革～業務・時間・環境の視点から～」（寄島町立寄島小学校・安田隆人校長）
○総合的な学習の時間（ER）ESDカレンダー及びカリキュラム・マップの検討・作成
○SDGsを意識した総合的な学習の時間のカリキュラム開発（各学年単元プログラムのPDCA）
【第１学年】
　・ERテーマ別講座実施（６月～８月）     ・ER人権：ハンセン病（10月）
　・ERキャリア：岡山大学教育学部オンライン訪問（12月） 東日本大震災追悼上映会（３月）
　・ER国際：日中青少年オンライン交流（１～２月）
【第２学年】
　・ERこころ：心の病について学ぶ授業（８～９月）
　・ER平和：岡山市内戦跡フィールドワーク（６月）
　・ERキャリア：３領域（岡山大学他学部／地元企業／NPO・NGO）ハイブリッド訪問実施（12・３月）
【第３学年】
　・ER平和オンライン講演会（５月）・ER探究：個人テーマ探究と夏の探究活動（６月～10月）
　・ERキャリア・主権：講演会・ワークショップ・地元ゲスト議員交流会（10月～12月）
【全学年】
　・ER ／SDGs：新型コロナウイルス感染・蔓延予防プログラム（４～５月）
　・ER国際／GIFT講演会（１年7/22 ２年12/23 ３年12/9実施）
　・ER振り返りと本校版ESDで育みたい能力・態度の自己評価実施（前期末10月・年度末３月）
　・ER東日本大震災追悼プログラム（３月）
○第３学年個人テーマ探究活動における探究のプロセスとW型問題解決学習の可視化・重点化
○道徳・人権・ER 領域横断型特別授業試行（9/24全校実施）：
「岡山市公共施設等総合管理計画を通して、私たちの町への関心や愛着を深め、住み続けられる町づくりのた
めに自分たちに何ができるかSDGs視点で考えよう」

○「学びに向かう力・人間性等」を測定する評価指標の検討と実施
　・「目指す生徒像」に基づく非認知スキルアセスメント（全校実施：第１回10月　第２回2月）
　・外部評価指標Ai GROWを活用した生徒の資質・能力の伸長の確認
　　（全校実施：第１回７月　第２回10月　第３回12月　第４回２月）
　・学校評価アンケートの実施（生徒・保護者・教員対象：12月実施）
○オンライン教育実践発表会による各教科等の研究公開
　・第１期（7/21英語　10/7総合的な学習の時間）
　・第２期（10/29美術　11/30音楽　12/3国語　12/4社会）
　・第３期（1/22英語　1/25保健体育　2/18技術科　2/24数学　2/26理科　2/27家庭科）
○全体共通研究の発信と成果発表
　・岡山大学定例記者発表（10/29）
　　「【FOCUS ON】岡大附中の教育研究～持続可能な社会の創り手を育むことを目指して～」
　・令和２年度 日本教育大学協会研究集会報告（10月）
　「Withコロナの社会における教育活動の工夫・継続 ―その持続的発展を図って―」

　・文部科学省（国立教育政策研究所）でのオンライン中間発表会における研究成果発表（２月）
○地域社会への取組内容に関する情報交換・発信（岡山市立東山・操山公民館・岡山大学など）
○岡山市内公立中学校との連携協働プロジェクト（岡山市立旭東中・御南中・高松中・操南中など）
　・COP25／気候変動についての学習（５月）　・防災／人権の学習（12月・３月）
○一年次研究成果の確認と次年度以降の研究計画の再検討

「自ら学び続ける生徒」とは

「感性や思いやり」と「主体的に
学習に取り組む態度」の両面で
高まっている生徒。

「感性や思いやり」については、
自己効力、耐性、決断力、共感・
傾聴力、柔軟性などの「コンピテ
ンシー（非認知スキル）」により
見取ることとした。

「SDGsを意識した学び」とは

「SDGs達 成を目指すESD（= 
ESD for SDGs）の視点をもった
学び」という意味である。

SDGsの達成を目指す上で、様々
な事物・現象が実社会や実生活
と関わっていること、広範囲の多
くの要素が複雑に絡み合ってい
ること、協働的な問題解決が必
要であることなど。

成果と課題　

１年間の主な取り組み

【英語】　東日本大震災で津波を生き残った「奇跡の一本
松」についてリーディング教材として学習する

【音楽】　合唱曲「群青」を通して、東日本大震災で原発
事故により避難せざるをえなくなった中学生たちの思
いについて考え、表現する

【道徳】　自作教材「希望の牧場・ふくしま～覚悟の牛飼
い 吉沢正巳～」を通して、正義／信念／よりよく生きる
喜び／生命尊重などについて学ぶ

【ERキャリア】　シンガーソングライター・牛来美佳さん
（福島県浪江町ご出身）によるお歌＆お話の会を通して
学ぶ

★全体研究では
　国立教育政策研究所 教育課程研究センター研究開発部　　教育課程調査官　　遠山　一郎　先生
　中国学園大学・中国短期大学　　　　　　　　　　　　　 副学長　　住野　好久　先生
　岡山理科大学教育推進機構教職支援センター長　　　　　 教　授　　岡本　弥彦　先生
　岡山大学大学院教育学研究科　　　　　　　　　　　　　 教　授　　川田　　力　先生
　岡山大学全学教育・学生支援機構　　　　　　　　　　　 准教授　　中山　芳一　先生
★各教科研究では　
岡山大学大学院教育学研究科、岡山県教育委員会、岡山市教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の諸先生方にご指導ご助言を賜っております。

【道徳】　私たちの町への関心や愛着を深める
　（社会参画／公共の精神／郷土を愛する態度）
【人権】　多様な価値観を備えた人権感覚を育てる
【情報】　合意形成と広報啓発について考える
【ER基礎】　「岡山市公共施設等総合管理計画マンガ版」
を切り口に、SDGsの視点で町づくりについて考える

【ERキャリア・主権】　政治や政策が私たちの日常生活と
どのようにつながっているか考える

教科・領域等横断型授業の実践事例

事例①　第3学年
東日本大震災追悼　学習プログラム
英語・音楽・道徳・総合（ＥＲキャリア）

事例②　全学年
「住みやすい町づくりについて考えよう」
道徳・人権・情報・総合（ＥＲ基礎）


